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第二期武蔵野市スポーツ推進計画の指標設定について 

１．背景・課題 

第二期武蔵野市スポーツ推進計画の指標をするにあたっては、策定委員会での意見、市の

スポーツ実施状況、国の動向を踏まえると、次のような課題があるとわかっています。 

 

（１）策定委員会での意見 

第６回の第二期武蔵野市スポーツ振興計画（仮称）策定委員会において、根拠のない数値

目標を掲げていることに違和感を覚える、数値目標だけではなく、各事業でどのくらい成果

を上げて目標達成を目指すのかを示すと良いのではないかなどという意見を受けました。 

 

（２）国よりも高い成人の週１日以上のスポーツ実施率 

スポーツ分野の代表的な指標である「成人の週１日以上のスポーツ実施率」について、市

（68.4％）は国の目標（65％）よりも高くなっており、より豊かなスポーツ実施状況を目指

すことができるポテンシャルがあります。 

 

（３）第３期スポーツ基本計画の策定にあたって求められている EBPM の観点 

EBPM（Evidence-Based Policy Making、エビデンスに基づく政策立案）とは、政策の企画を

その場限りのエピソードに頼るのではなく、政策目的を明確化したうえで合理的根拠（エビ

デンス）に基づくものとすることです。 

政府全体が EBPM を推進する姿勢を見せる中、スポーツ分野においても EBPM の取組が求

められており、第３期スポーツ基本計画では、EBPM の観点からの数値目標の設定及び政策体

系の整理が必要とされています。 

 

 

２．指標の設定にあたって 

前述した背景・課題を受けて、第二期武蔵野市スポーツ推進計画の指標を設定するために

は、以下のフレームによる作業が必要と考えます。ロジックモデルとは、ある事業、施策が

最終的に目指す目的を達成するに至るまでの論理的な道筋を明示したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本理念の実現に近い状態を示す中長期的なアウトカム指標を設定 

ロジック 

モデルの 

構築 

 

①現状の計画の体系に基づく事業の整理 

②各基本方針単位の主要な事業の選定 

③主要な事業の中からアウトプット指標の設定 

資料 ２ 
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ロジックモデルのフレーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（用語解説） 

インプット ........................ 予算、人員など行政活動を実施するために投入する資源。 

活動 ................................ モノ、サービスを提供するために行う行政活動。 

アウトプット ..................... 行政活動の結果、産み出されたモノ、サービス。 

アウトカム ....................... 政策（施策、事業）が目指す成果（初期、中期、長期と段階あり）。 
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第二期武蔵野市スポーツ推進計画のロジックモデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

主な事業 

○はじめてのスケートボード、はじめてのインライ

ンスケート等 

○野外活動アウトドアスポーツ 

○総合体育館公式 YouTube チャンネル「おうちで

運動」 

○野外活動センター公式 YouTube チャンネル「お

うちでやかつ」 

○デジタルを活用したスポーツの楽しみ方の研究 

○障がい者スポーツ教室 

○障がい者のためのスポーツ広場 

○ユニバーサルスポーツ教室 

○障害者施設等へのアウトリーチ事業 

○総合体育館公式 YouTube チャンネル「おうちで

運動」 

○プラチナカードの発行による使用料等の免除 

○子育て支援スポーツ教室 

○ママのための栄養のお話＆親子 de 体操 

○一時保育事業 

○健康体操教室 

○ウォーキング通信講座事業 

○高齢者筋力向上プログラム 

○インボディ測定会 

○ウォーキング教室 

○腰痛予防教室 

○各種スポーツ教室（大人向、親子向、小学生向、

幼児向） 

○初心者向けスポーツ教室 

○はじめてのナイトラン 

○野外活動アウトドアスポーツ 

○野外活動キャンプ、登山、ハイキング 

○総合体育館大規模改修工事 

○温水プール・管理棟・屋外プールの整備 

○スポーツ施設の整備 

○施設の適正な管理・運営 

施策（取組） 

多様な主体が楽しむスポーツの推進 

（取組） 

○子育て世代・働き盛り世代へのスポ

ーツに親しむ機会の提供 

○高齢者・女性へのスポーツに親しむ

機会の提供 

○多世代の市民へのスポーツに親しむ

機会の提供 

新たなスポーツとの出会いの創出 

（取組） 

○アーバンスポーツなど新たな種目の

紹介、普及・啓発 

○デジタルを活用したスポーツの推進 

障害者がスポーツに親しめる機会の創出 

（取組） 

○障害者が身体を動かす楽しさを体感

できる機会の提供 

○障害者がスポーツを継続して楽しめ

る機会の提供 

スポーツ施設の整備 

（取組） 

○総合体育館の大規模改修工事 

○プールの今後のあり方 

○その他の施設 
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基本方針 

Ⅰ 

誰もがスポーツ

を楽しめる機会

の創出 

Ⅱ 

障害者スポーツ

の推進 

Ⅳ 

スポーツに親し

む環境づくり 

数値目標 

週１日以上の 

成人等のスポーツ実施率 

【現状値】６８.４％ 

【目標値】７５.０％ 

週１日以上の 

障害者のスポーツ実施率 

【現状値】不明 

【目標値】４０.０％ 

 

総合体育館・温水プールの満足度 

【現状値】 総合体育館２.９３／４点 

  温水プール３.１３／４点 

【目標値】 総合体育館３.５０／４点 

  温水プール３.５０／４点 
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